
第３期データヘルス計画（概要） 

（令和 6 年度～令和 11 年度） 

 

政府の「日本再興戦略」を受け「健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針」が改正さ

れたことにより、当健康保険組合では平成２７年度より健康・医療情報を活用してＰＤＣＡサイク

ルに沿った効果的かつ効率的な保健事業の実施を図るため、保健事業の実施計画（データヘルス計

画）を策定し、実施しています。 

 平成２７年度から平成２９年度までの第１期データヘルス計画、平成３０年度から令和５年度ま

での第２期データヘルス計画に続き、令和６年度から令和１１年度までの第 3 期データヘルス計画

を策定しました。 

第１期、第２期での取組の振り返りや現状把握を行い、健康課題を明確にし、限られた資源でより

実効性を上げる保健事業を実施してまいります。 

また、第３期データヘルス計画は半期（3 年）単位の大きなＰＤＣＡサイクルと、年度（１年）

単位の小さなＰＤＣＡサイクルで構成されており、早期に課題に気づき、改善することができるこ

とから、より事業の見直しがしやすくなり、効率的な事業の実施につなげることが可能となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

北陸情報産業健康保険組合 

第３期データヘルス計画における主な目標 

◎加入者の健康保持・増進、メタボ該当者の減少のため、特定健診未受診者への受 

診勧奨、特定保健指導未利用者への利用勧奨を強化します。 

◎特定健診結果において医療機関受診が望ましい方への受診勧奨、重症化予防を強 

化します。 

◎後発医薬品（ジェネリック医薬品）への切り替えによる差額通知を実施し、後発 

医薬品の使用の促進、周知を図ります。 

◎健康づくりの取り組みを通じて、加入者の健康リテラシーの育成に取り組みます。 

◎健康保険組合連合会石川連合会「健康企業宣言」への参加等を通じ、事業主との 

連携を深め、職場の健康課題の解決を図ることで、疾病予防による医療費抑制にと 

どまらず、企業の生産性向上に寄与するコラボヘルス体制の構築を目指します。 

 

 

 

〈第 3期データヘルス期末達成目標〉 

特定健康診査実施率８５.０％以上  

特定保健指導実施率３０.０％以上 

後発医薬品切替率７０.０％（前期高齢者６５.０％） 

後発医薬品薬剤費削減率３０.０％（前期高齢者２８.０％） 

適切な運動習慣を有する者の割合５０.０％ 
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 ・被保険者は「70-74歳」を除いた年代において他の健康保険組合を上回っている。 

 ・被扶養者は「65-69歳」を除き、他の健康保険組合を下回っている。 

 
（各項目において確認できる最新のデータを使用しています。） 

 

） 

【北陸情報産業健康保険組合の現状】 
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積極的 動機付け

・特定保健指導実施率、特定保健指導対象者割合はともに横ばい傾向である。 

（各項目において確認できる最新のデータを使用しています。） 
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・一人当たり医療費が高い疾病の傾向は他の健康保険組合と同じ傾向にある。（一人当たり医療費：医療費／加入者数） 

（各項目において確認できる最新のデータを使用しています。） 
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1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上
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（令和4年度健診問診回答・男性）（％）
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康保険組合

全健康保険組合
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・男性、女性ともに他の健康保険組合よりも運動習慣の割合は低い。 

（各項目において確認できる最新のデータを使用しています。） 
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健康保険組合共通の評価指標 



令和 7年度実施予定のデータヘルス計画概要 

 

予
算 

科
目 

 事業名称 事業内容 
目 標 

（アウトプット・アウトカム） 

特
定
健
康
診
査
事
業 

既
存 

特定健診 

（被保険者） 

生活習慣病の発症や重症化を予防する目

的として特定健康診査を実施 

健診実施率 97.7％ 

内臓脂肪症候群該当者

割合前年度比 3.0％減 

既
存 

特定健診 

（被扶養者） 

生活習慣病の発症や重症化を予防する目

的として特定健康診査を実施 健診実施率 41.3％ 

内臓脂肪症候群該当者

割合前年度比 2.0％減 既
存 

巡回健診 

（被扶養者） 

生活習慣病の発症や重症化を予防する目

的として特定健康診査を実施 

特
定
保
健
指
導
事
業 

既
存 

特定保健指導 

（被保険者） 

生活習慣を改善し、メタボリックシンド

ロームの減少を目的に特定保健指導を実

施 

指導実施率 

積極的支援 22.6％ 

動機付け支援 29.3％ 

特定保健指導対象者の

減少率 40.0％ 

既
存 

特定保健指導 

（被扶養者） 

生活習慣を改善し、メタボリックシンド

ロームの減少を目的に特定保健指導を実

施 

指導実施率 

積極的支援 33.3％ 

動機付け支援 28.6％ 

特定保健指導対象者の

減少率 40.0％ 

既
存 

医療機関未受診者

への受診勧奨 

特定保健指導対象者のうち、医療機関の

受診が必要と思われる者に対し、医療機

関受診または特定保健指導の利用を促す 

医療機関受診率

62.0％ 

特定保健指導対象者割

合前年度比 2.0％減 

保
健
指
導
宣
伝 

既
存 

ホームページでの

広報 
健康保険組合からの情報を広く発信 

年間総アクセス件数 

26,500件 

既
存 

ジェネリック通知 
後発医薬品差額が一定額以上の者を対象

とし、差額通知を実施 

該当者への全数通知 

後発医薬品切替率

60.0％ 

薬剤費削減率 22.0％ 

既
存 

ジェネリック通知

（前期高齢者） 

後発医薬品差額が一定額以上の者を対象

とし、差額通知を実施 

該当者への全数通知 

後発医薬品切替率

53.0％ 

薬剤費削減率 18.0％ 

既
存 

医療費のお知らせ 
医療費適正化対策の一環として、総医療

費と自己負担額を通知 

該当者への全数通知 

一人当たり医療費前年

比 0.5％減 

既
存 

医療費通知 

（柔整療養費） 

医療費適正化対策の一環として、療養費

総額と自己負担額を通知 

該当者への全数通知 

療養費削減率 30.0％ 

既
存 

健康教育 

健康に関する情報としてＲＩＺＡＰのコ

ラムを健康保険組合ホームページに毎月

掲載する 

一人当たり医療費前年

比 0.5％減 

既
存 

家族で取り組む 

かぜ＆むし歯予防 

3か月間の手洗い・歯みがきキャンペー

ンに取り組み、アンケートに回答した者

に対し、景品を贈呈する 

参加率（アンケート回

収率）10.0％ 

0～9歳のう蝕に係る

医療費前年比 2.0％減 

疾
病
予
防 

既
存 

生活習慣病予防健

診(被保険者) 

特定健診、事業主健診の上乗せ項目での

実施。健康保険組合が費用の一部を補助 
受診率 76.0％ 



既
存 

生活習慣病予防健

診（被扶養者） 

特定健診、事業主健診の上乗せ項目での

実施。健康保険組合が費用の一部を補助 
受診率 26.0％ 

既
存 

1日人間ドック健

診 

特定健診、事業主健診の上乗せ項目での

実施。健康保険組合が費用の一部を補助 

受診者数前年度比

2.0％増 

既
存 

子宮がん検診 

（被保険者） 
健康保険組合が費用の一部を補助 受診率 53.0％ 

既
存 

子宮がん検診 

（被扶養者） 
健康保険組合が費用の一部を補助 受診率 28.0％ 

既
存 

乳がん検診 

（被保険者） 
健康保険組合が費用の一部を補助 受診率 68.0％ 

既
存 

乳がん検診 

（被扶養者） 
健康保険組合が費用の一部を補助 受診率 28.0％ 

既
存 

前立腺がん検診

（被保険者） 
健康保険組合が費用の一部を補助 受診率 53.0％ 

既
存 

インフルエンザ予

防接種費用補助金

(被保険者) 

インフルエンザ予防を目的として実施 

予防接種率 50.0％ 

インフルエンザに係る

一人当たり医療費前年

度比 2.0％減 

既
存 

インフルエンザ予

防接種費用補助金

(被扶養者) 

インフルエンザ予防を目的として実施 

予防接種率 30.0％ 

インフルエンザに係る

一人当たり医療費前年

度比 2.0％減 

既
存 

特定健康診査結果

提供に対するイン

センティブ 

パート先等での健康診査受診結果の提供

者に対し、QUO カードを贈呈 
該当者 37人 

既
存 

特定保健指導利用

者に対するインセ

ンティブ 

特定健診結果と特定保健指導終了時の結

果を比較し、体重が５％以上減少した者

に対し、QUO カードを贈呈 

該当者 37人 

体
育
奨
励 

既
存 

ウォーキングイベ

ント 

健康保険組合連合会石川連合会後援のウ

ォーキングイベントへの参加を呼びかけ

る 

参加者数 60人 

適切な運動習慣を有す

る者の割合 38.0％ 

既
存 

くうねるあるく＋

ふせぐ 

健康づくりのためのウォーキングの定

着、食事・睡眠に関する動画視聴による

健康リテラシーの育成を目的とし、年 2

回実施 

利用者数 500人 

適切な運動習慣を有す

る者の割合 38.0％ 

そ
の
他 

既
存 

健康企業宣言 

健康保険組合石川連合会の「健康企業宣

言」への取り組みを通じ、加入者の健康

保持・増進を行う 

認定事業所数前年度比

15.0％増 

既
存 

契約保養所の利用

補助 

契約保養所の利用により、加入者の心身

の保養・健康増進を図る 
補助人数 40人 

 

 


